
渇水時

洪水時の流入

貯留した水を放流 ●正常流量の確保
●都市用水
●農業用水
●発電　　　　等

温井ダム（中国地方整備局）

洪水時のピーク流量をカットして
下流へ安全な流量だけ放流
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河口堰がある場合（平常時）

河口堰がある場合（洪水時）

長良川河口堰（水資源機構）
なが　  ら

堰堤

護岸整備

湖岸堤整備

流出量の調節

霞ヶ浦開発（水資源機構） 湖岸堤（霞ヶ浦開発、水資源機構）
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導水
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→

河
川
の
必
要
水
量

河
川
の
必
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水
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流量が豊富

河川の必要水量

流量が不足

①　多目的ダム建設事業

　ダムによって洪水を一時的に貯留するための容量を確保し、洪水時のピーク流量をカットすることにより、下流

河川の洪水を防御します。また、河川水を貯留するための容量を確保し、この容量を使用して河川流量が豊富な

時には河川水を貯留し、流量が減少した時に放流することにより、下流河川の流量を一定にして都市用水等の安

定取水を可能にします。

②　河口堰等建設事業

　河口堰はダムと同じように河川水を貯留するため

の容量を確保して安定取水を可能にする場合と、海

水の遡上を防ぎ淡水域を生み出すことにより安定取

水を可能にする場合があります。また洪水の流下に

必要な河積を確保します。

　湖岸堤や堰の築造、護岸整備等により、湖沼の周辺地域や下流地域の洪水防御および湖沼からの流出量を制御

することによって新たな水資源開発を行います。

③　湖沼開発事業
こ　   しょう

　複数の河川において、河川流量が豊富な河川から流量の少ない河川へ導水するなど各河川間の流況を調整する

ことにより、新規の水資源開発、不特定用水の補給などを行うとともに中小河川の内水排除などの治水対策を行

います。

④　流況調整河川事業

河川総合開発事業と
その治水・利水の仕組み
河川総合開発事業と
その治水・利水の仕組み
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ダムを建設し、洪水調整と水資源開発を行う。

下水処理水

下水処理場

水の流れ

水利用の流れ

浄水場
都市用水

河川浄化施設

河川維持用水

放流

再放流

取水、再取水

ダム

Ａダム
Ａダム

Ｂダム Ｂダム

【例えば……】
・Ｂダム下流では夏期に水量が不足し、渇水に
より川の水が全く流れなくなる状況が頻発。
・Ａダムは貯水容量が大きく流域面積が狭いた
め、いったん貯水位が下がるとなかなか回復
しない傾向がある。

【ダムの効果的運用】
容量が大きいＡダムと小さい
Ｂダムとを導水路で連結して
水を融通することで、本川の
流況を改善する。

川らしい川が再生

Ｂダムの水が余っているとき、
Ａダムに水を蓄える

Ｂダムの水が足りない時、
Ａダムから送水

年間流入量：小

貯水容量：大

年間流入量：大
（ただし夏期は小）

貯水容量：小

夏場：流量不足

雪解時・多雨時：無効放流

流況改善

貯水率の改善渇水による
不安定取水

既得用水取得の安定化

魚にやさしい水環境

水が流れず川底が露出

渇水により死んだ魚たち

1.局地的な治水・利水対策により農山村等の生活環境向上を図る

 生活貯水池整備事業

2.治水対策と併せて宅地開発に伴う流出増対策を図る

 地域整備ダム事業

3.異常渇水時でも必要最小限の水の確保を図る

 渇水対策ダム事業

4.消流雪用水の供給により積雪地域の環境改善を図る

 雪対策ダム事業

5.流域全体の視点から河川環境の整備を図る

 水系環境整備事業 河川利用推進事業

 水環境整備事業

 自然再生事業

 ダム湖活用整備事業 レクリエーション湖面整備ダム事業

 レクリエーション多目的ダム事業

 水環境創造事業 ダム渓流魚道設置事業

 清流フェニックス事業（酸性水対策）

 水環境対策ダム事業

6.ダムの歴史的価値の保全を図る

 歴史的ダム保全事業

7.ダム貯水池に堆積する土砂対策を行いダムの機能維持を図る

 ダム堆砂対策事業 貯水池保全事業※1

 災害復旧事業※2

8.安全なダム操作の確保及び施設の老朽化対策を行い、治水施設等の回復、向上を図る

 堰堤改良事業

9.ダムの利活用をさらに推進し、地域の活性化を図る

 地域に開かれたダム事業

10.経済性や地域の実情に応じたダム事業の推進を図る

 ダム周辺の山林保全措置制度

事業名（施策名）
平成19年度事業実施中のダム

直　轄

建設 管理 建設 管理 建設 管理

水機構 補　助

※1. 現在は、直轄堰堤維持事業及び堰堤改良事業（直轄、補助）、水資源開発事業（管理事業）の中で実施。
※2. 現在は、河川等災害復旧事業で実施中。

水利用

　河川総合開発事業では、広域的な治水や利水を目的として、ダム建設事業や河口堰等建設事業、湖沼開発事業、

流況調整河川事業等の建設事業と、これまで完成した施設等を適正に運用するための管理を実施しています。

　また、各地域からの多様なニーズに応えるため、一般的な事業の枠組みに下表に示すような内容をあわせ、さ

まざまな特徴をもつ事業を展開しています。

　渇水時に下水処理水を高度処理して、河川の維持流量として再放流することによって、新規の水資源開発およ

び河川の水質改善を行います。

　小流域で流入量が少なく容量の大きいダムと大流域で流入量が大きく容量の小さいダムを連絡水路で連結する

ことにより、連絡水路を通じて無効放流を他のダムに貯留します。これより渇水時の河川流量の確保および河川環

境改善の観点から、既存ダムを有効に活用することによって早期に水資源開発を行うことが可能となります。

⑤　水利用高度化事業

⑥　ダム群連携事業

多様なニーズに応える
河川総合開発事業の概要
多様なニーズに応える
河川総合開発事業の概要
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